
（別紙３）

～ R7年　5月　31日

（対象者数） 31 （回答者数）
26

～ R7年　5月　31日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・向上心を持っていただけるための、個々プログラムを

立案中。

・ジムの方より、様々なプログラムの提案をいただき飽きの

こない活動を提供

2

・牧場様と連携を図って、模擬店などの開催を計画中。

・ポニーの調教のお手伝いを行なう事で、自己肯定感を

あげる事に繋げる。

・ポニーライダー技能検定の実施を検討中

3

・親御様からの意見も参考に企画案を検討する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・現在介助の必要な利用者さまがいらっしゃらない為、

職員間で案を立案中。

2

・スポーツ観戦企画や季節ごとのイベント企画を通して

親御様へご参加していただき機会を増やし、交流の場を

提供していく。

3

・青空学習と称し、牧場でお馬さんを見ながら宿題を行う

事が出来る時間を作るようにしています。

・ボルダリング活動 ・独自のコンペティションを定期開催し達成感を得ることがで

きる。

・ジムの方より、直接指導をしていただく事ができている。

○事業所名 あるくヴォスクオーレ

○保護者評価実施期間
R6年　6月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R6年　6月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　6月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・牧場活動 ・ホースセラピーを軸に馬房の掃除等を体験することで、

自己肯定感を上げる。

・外部の方と接する事で社交的に成長する事が出来る。

・長期休暇・休日のイベント活動 ・企画案を職員間で話し合いアイディアを出し合っている。

・家族参加型イベントも積極的に取り入れている

・たくさん様々な経験をしていただきことで、自立に繋がる企

画に力を入れている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・バリアフリー化環境でない ・事業所室内床等はフラットになっているが、入口には

3段の階段がある。

・駐車場スペースが狭いため、介助の必要な場合乗降が

難しい。

・保護者間情報交換の場が少ない ・ご家族参加型イベントを企画するが、参加率が低い。

・外活動が多い為、学習時間が少ない ・お迎えから直接活動場所へ向かってしまうため。

事業所における自己評価総括表公表


